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1. はじめに 

近年，「まちづくり」において全ての人に配慮し

たユニバーサルデザイン(以下，UD)が進んでいる．

UD 情報(バリア・バリアフリー)の対象者は車椅子

利用者，高齢者など多様だが，歩行空間の全てを

UD 対応にすることは困難である．多くの地域で歩

行者にアクセシビリティ情報を提供する UD マップ
1）が作られているが，2 次元の UD マップが多く，

段差など高さに関する情報の不足や，実際に見える

風景がわかりにくいという問題がある．UD 情報収

集の問題点として，時間と費用がかかること，健常

者と障碍者でバリアの認識に違いが生じる場合があ

ること，情報の最新性と網羅性に限界があることが

挙げられる． 

そこで，盛岡駅前通り 200m と盛岡駅地下通路を

対象に，3 次元空間データを用いた住民参加型 UD

マップ 2)が開発されてきたが，UD 情報の見せ方や

登録方法に課題があった．本研究では，UD マップ

利用者が必要な UD 情報を入手し，登録しやすくす

るため，それらの課題を改善し，運用を想定したシ

ステムの拡張と評価を行う． 

 

2. 先行システムとその課題 

 深澤らの住民参加型 3 次元 UD マップ 2)は，3 次

元空間データを用いた UD マップを，PC による

Web ベースで利用できる．3 次元空間内を自由に

ウォークスルーすることで UD 情報を閲覧し，UD

情報を付加したアノテーションを 3 次元空間内に配

置する．その評価実験では，行動障碍者にとって便

利に使えるという肯定意見を得た一方で，アノテー

ション配置時の UD 情報の分類，UD 情報をマーク

として表示しわかりやすくすることの課題が残った．

また，UD マップでは投稿情報の氾濫が問題となる
3)ため，フィルタリングの対策が必要である． 

 

3. システム開発 

3.1. 設計方針 

 システム開発において，以下の設計方針を定めた． 

 

 

 

 

方針 1：UD マトリクスと関連研究をもとに，UD

情報を分類する．UD 情報には分類に即したピクト

グラムを付与する．  

方針 2：登録される UD 情報の増加を想定し，ユー

ザ特性(バリア情報のみ，バリアフリー情報のみ，

車椅子利用者，高齢者，ベビーカー，全盲，弱視，

聴覚障碍者，色弱者，外国人)に基づいてフィルタ

リングを行う． 

方針 3：運用を想定すると，住民が登録した UD 情

報を確認し承認する管理者の役割が必要であるため，

管理者機能を開発する． 

3.2. システム構成 

本システムの構成を図 1 に示す．本システムでは，

ユーザは PC からインターネット経由でサーバにア

クセスし，3 次元の歩行空間内で UD 情報を登録・

閲覧する．3 次元空間データには MAP CUBE(パス

コ製 )，その編集には 3ds Max(Autodesk 製 )，

ウォークスルー機能の作成には SOLA5(イークラフ

ト製)，DB には MySQL，システムのインタフェー

スには Flash (Action Script2.0)，登録・閲覧画面

は PHP を使用してシステムを開発する． 

 
図 1：システム構成図 

 

3.3. システム機能 

(1) UD 情報登録・閲覧機能 

 UD 情報を登録・閲覧する機能であり，住民が

UD 情報を付加したマーカーを 3 次元空間内に配置

し，3 次元 UD マップを作成する．ピクトグラムが

付与されたマーカーにはコメントを付けられる．ピ

クトグラムはバリア情報 7 種，バリアフリー情報
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12 種あり，全て自作した．システム画面を図 2 に

示す． 
 

 
図 2：システム画面(一般ユーザサイド) 

 

(2) UD 情報フィルタリング機能 

 3 次元空間内の UD 情報を，選択したユーザ特性

とバリア・バリアフリー情報に基づいてフィルタリ

ングする．  

(3) 管理者機能 

 3 次元 UD マップの管理者が，住民が登録した

UD 情報とコメントを承認・編集・削除する．ここ

で承認された UD 情報は，3 次元 UD マップ上でピ

クトグラム付きのマーカーで表示される． 

 

4. システム評価 

4.1. 評価概要 

 システムの操作性，利用可能性および運用性を評

価するため，一般ユーザの視点として車椅子利用者

2 名と本学学生 3 名，管理者の視点として盛岡市役

所の情報担当職員 2 名にオンラインのシステムを利

用してもらい，学生には Web アンケートを，それ

以外にはヒアリングを実施した．また，盛岡市の地

域 SNS「モリオネット」内のコミュニティ「UD

情報交換所」からシステムをリンクし，動作を確認

した． 

4.2. 評価結果 

 システムの動作確認の結果，インターネット環境

で正常に動作したが，一部の PC では，Shockwave 

Player がアップデートされていないなどの問題で，

見ることができなかった． 

 操作性について，一般ユーザと管理者の両者から

情報を入手しやすいという意見が得られた．特に，

フィルタリング機能については，不必要な情報を排

除でき，ピクトグラムにより情報を理解できるとい

う意見を得た．一般ユーザから管理者によって承認

された情報がマップに反映されるとよいという意見

を多く得られ，一般ユーザは信頼できる情報を必要

としていることがわかったため，設計方針の妥当性

が示された．一方，バリア情報の分類に傾斜を追加

すること，ユーザ特性の外国人の妥当性について，

外国人向けに文字表示を英語にするなどの工夫が必

要などの意見を得たため，分類項目やユーザ特性を

より適切に設定する必要がある． 

利用可能性について，一般ユーザからは，移動に

役立つ，3 次元なので奥行き・高さ・質感の情報を

入手しやすく事前に移動シミュレーションできる，

管理者からは，健常者が気づかないバリアがわかる

ことで住民の意識向上につながる，都市開発に取り

入れやすいという意見を得た．このことから 3 次元

UD マップは，移動の事前シミュレーションだけで

なく，都市開発などの利用可能性を有することが示

唆された． 

 管理者のみに行った運用性について，直営による

運用は難しいが運営協力は可能との意見を得た．そ

の理由として，管理者が現場で UD 情報の正確さを

確認するため時間がかかることや運営にかかる費用，

住民参加型という集まる情報の信頼性の課題が挙げ

られた．そのため，本システムの運用の役割として，

大学が管理者として UD マップを運営し，市が運営

協力を，UD 推進活動を行う NPO 法人が UD 情報

の登録を行い，3 次元 UD マップが提供する情報の

充実を図るという方法が考えられる． 

 

5. おわりに 

 本研究では，運用を想定し 3 次元空間に UD 情

報を付加できる 3 次元 UD マップを，フィルタリ

ング機能や管理者機能を開発することで拡張し，地

域 SNS に公開して，一般ユーザと管理者それぞれ

の視点からヒアリングを行い評価した．その結果，

操作性や運用性に課題が残ったが，3 次元 UD マッ

プの利用可能性が示唆された．今後は，3 次元 UD

マップに登録されている情報を携帯端末からも閲覧

できるシステムの開発を考える予定である． 
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